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衆
議
院
議
員
小
沢
和
秋
君
外
一
名
提
出
九
州
新
幹
線
建
設
に
伴
う
文
化
財
保
護
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
一
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
熊
本
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
八
代
神
社
祭
礼
神
幸
行
列
」
は
、
熊
本
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
妙

見
宮
祭
礼
神
幸
行
列
」
（
以
下
「
行
列
」
と
い
う
。
）
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
行
列
は
、
無
形
の
民
俗
文
化
財

で
あ
る
た
め
、
有
形
の
民
俗
文
化
財
で
あ
る
県
指
定
重
要
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
規
定
し
た
熊
本
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭

和
五
十
一
年
熊
本
県
条
例
第
四
十
八
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団

（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
同
項
に
は
、
事
前
協
議
に
関

す
る
規
定
は
な
い
。

（
二
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
新
幹
線
高
架
橋
は
、
行
列
が
通
る
道
路
を
ま
た
ぐ
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
道
路
面
か
ら
の
高
さ
に
つ
い
て

は
行
列
の
通
行
に
十
分
な
高
さ
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
等
、
現
在
、
公
団
と
八
代
市
教
育
委
員
会
と
の
間
で
祭
の
進
行
に
支
障

を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
べ
く
話
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
三
）
に
つ
い
て

一



（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
熊
本
県
文
化
財
保
護
条
例
に
は
、
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
義

務
付
け
る
規
定
は
な
い
。

な
お
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
化
財
が
我
が
国
の
歴
史
、
文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
保
存
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
各
地
方
公
共

団
体
の
文
化
財
保
護
条
例
等
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
文
化
財
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
、
条
例
等
に
基

づ
き
適
切
に
対
処
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

（
四
）
に
つ
い
て

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
に
文
化
財
保
護
委
員
会
と
公
団
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
「
日
本
鉄
道
建
設
公
団
の
事
業
施

行
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
取
扱
い
に
関
す
る
覚
書
」
（
以
下
「
覚
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
公
団
の
事
業
に

関
係
の
あ
る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
以
下
「
包
蔵
地
」
と
い
う
。
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
事
業
が
実
施
さ
れ
る
前
に
公
団

が
文
化
財
保
護
委
員
会
（
現
在
で
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
）
に
協
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
路
線
の
確
定
後
の
当

該
協
議
に
お
い
て
、
包
蔵
地
は
（
イ
）
事
業
地
区
に
含
め
な
い
も
の
、
（
ロ
）
事
業
地
区
に
含
め
る
が
保
存
を
図
る
も
の
及

び
（
ハ
）
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
（
以
下
「
発
掘
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
記
録
を
残
す
も
の
の
三
種
類
に
区
分
し

二



て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

公
団
は
、
九
州
新
幹
線
（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
と
は
平
成
四
年
か
ら
平
成
十
二
年
ま

で
の
間
に
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
と
は
平
成
四
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
と
は
平
成
十
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
覚
書
に
基
づ
く
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
（
イ
）
又
は
（
ロ
）
に
該
当
す

る
包
蔵
地
は
な
く
、（
ハ
）に
該
当
す
る
包
蔵
地
に
つ
い
て
は
、工
事
の
着
手
前
に
発
掘
調
査
を
行
い
、記
録
を
残
す
こ
と
と
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
九
州
新
幹
線
（
長
崎
ル
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
路
線
の
確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
路
線
が
確

定
し
公
団
が
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
覚
書
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
の
実
施
前
に
、
公
団
と
長
崎
県
教
育
委
員
会
及
び

佐
賀
県
教
育
委
員
会
と
の
間
で
包
蔵
地
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
五
）
に
つ
い
て

九
州
新
幹
線
（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）
の
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
は
、
覚
書
に
基
づ
き
公
団
が
熊
本
県
及
び
鹿
児
島
県
に
委
託

し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
公
団
と
両
県
と
の
間
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
発
掘
調
査
委
託
契
約
（
以
下
「
委
託
契
約
」
と
い

う
。
）
に
基
づ
き
、
発
掘
又
は
発
見
さ
れ
た
出
土
品
に
つ
い
て
は
、
公
団
に
代
わ
っ
て
両
県
に
よ
り
、
法
令
上
の
諸
手
続
が

三



執
ら
れ
、
適
切
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
両
県
は
、
受
託
業
務
が
完
了
し
た
と
き
は
、
発
掘
調
査
報
告
書
を

公
団
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
団
に
代
わ
っ
て
同
報
告
書
を
両
県
の
教
育
委
員
会
に
提
出
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
調
査
終
了
後
の
埋
蔵
文
化
財
の
記
録
に
つ
い
て
も
適
切
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
両
県
の
教
育
委
員
会
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

五
十
七
条
の
三
第
四
項
及
び
第
九
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
く
勧
告
と
し
て
、
公
団
に
対
し
、
発
掘
調
査
の
結

果
、
重
要
な
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
保
存
に
つ
い
て
別
途
両
県
の
教
育
委
員
会
と
協
議
す
る
よ
う
、
あ
ら
か

じ
め
通
知
し
て
お
り
、
重
要
な
遺
跡
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
公
団
が
関
係
す
る
県
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
る
こ
と
と

な
る
。

（
六
）
及
び
（
七
）
に
つ
い
て

新
幹
線
の
路
線
が
確
定
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
団
は
そ
の
候
補
ル
ー
ト
上
の
土
地
に
つ
き
事
前
に
文
献
等
に
よ
り
埋

蔵
文
化
財
の
分
布
状
況
を
調
査
し
て
、
新
幹
線
建
設
が
包
蔵
地
に
与
え
る
影
響
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
地
元
自
治

体
及
び
地
元
住
民
の
意
見
を
十
分
に
聴
取
し
た
上
で
、
で
き
る
限
り
包
蔵
地
を
避
け
て
候
補
ル
ー
ト
を
選
定
す
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四



な
お
、
路
線
の
確
定
後
で
あ
っ
て
も
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
重
要
な
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
（
五
）
に
つ
い
て

で
述
べ
た
と
お
り
、
公
団
は
、
関
係
す
る
都
道
府
県
教
育
委
員
会
と
必
要
に
応
じ
路
線
の
変
更
も
含
め
て
協
議
を
行
う
こ
と

と
な
る
。

（
八
）
及
び
（
九
）
に
つ
い
て

委
託
契
約
は
単
年
度
契
約
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
発
掘
調
査
の
期
間
は
年
度
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
が
、
仮
に
調
査
期
間
が

不
足
す
る
場
合
に
は
、
次
年
度
以
降
に
改
め
て
委
託
契
約
を
締
結
し
、
発
掘
調
査
を
継
続
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
委
託
契
約
に
お
け
る
受
託
者
た
る
熊
本
県
及
び
鹿
児
島
県
は
、
現
地
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
の
専
門
的
知
見

を
有
す
る
者
と
し
て
、
九
州
新
幹
線
建
設
に
伴
う
事
前
の
発
掘
調
査
を
円
滑
に
行
い
、
公
団
に
代
わ
っ
て
出
土
品
に
つ
い
て

の
法
令
上
の
諸
手
続
の
実
施
や
発
掘
調
査
報
告
書
の
提
出
等
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
行
政
上
の
立
場
と
は
異
な
る
こ
と
か

ら
、
委
託
契
約
に
遺
跡
の
保
存
に
つ
い
て
の
協
議
項
目
を
定
め
る
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
。

一
方
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
及
び
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
は
、
（
五
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
発
掘
調
査
の
結

果
、
重
要
な
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
保
存
に
つ
い
て
別
途
協
議
す
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
公
団
に
対
し
て
通

知
し
て
い
る
。

五



こ
の
よ
う
に
、
両
県
の
教
育
委
員
会
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
上
必
要
な
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

（
十
）
に
つ
い
て

（
六
）
及
び
（
七
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
新
幹
線
の
路
線
が
確
定
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
団
は
事
前
に
文

献
等
に
よ
り
、
埋
蔵
文
化
財
の
分
布
状
況
を
調
査
し
、
で
き
る
限
り
包
蔵
地
を
避
け
て
候
補
ル
ー
ト
を
選
定
す
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
新
幹
線
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
大
幅
な
形
質
変
更
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
通
常
、
当
該

土
地
の
買
収
が
必
要
と
な
る
が
、
限
り
あ
る
財
源
の
有
効
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
、
路
線
の
確
定
後
、
事
業
用
地
の
範
囲
を

確
定
し
た
上
で
、
当
該
用
地
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
り
、
路
線
の
確
定
前
に
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
重
要
な
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
（
六
）
及
び
（
七
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
協
議
を

行
う
こ
と
と
な
る
。

（
十
一
）
に
つ
い
て

六



九
州
新
幹
線
博
多
・
船
小
屋
間
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
二
十
五
日
に
同
区
間
を
含
む
博
多
・
新
八
代
間
の
工
事
実
施
計

画
が
認
可
さ
れ
、
同
区
間
の
路
線
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
（
四
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
公
団
は
佐

賀
県
教
育
委
員
会
及
び
福
岡
県
教
育
委
員
会
と
包
蔵
地
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
ま
た
同
区
間
の
着

工
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
十
八
日
の
政
府
・
与
党
申
合
せ
に
基
づ
き
、
安
定
的
な
財
源
見
通
し
を
確
保
し
た
上
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
拙
速
な
着
工
で
は
な
い
。

ま
た
、
九
州
新
幹
線
（
長
崎
ル
ー
ト
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
候
補
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
地
元
自
治
体
及
び
地
元
住
民

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
十
二
）
に
つ
い
て

埋
蔵
文
化
財
は
、
貴
重
な
国
民
的
財
産
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
現
状
で
保
存
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
開
発
事
業
に
よ
り
や
む
を
得
ず
現
状
の
ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
当
該
埋
蔵
文
化
財
の
記

録
を
保
存
す
る
た
め
、
法
令
に
基
づ
き
、
当
該
埋
蔵
文
化
財
の
現
状
に
よ
る
保
存
を
不
可
能
と
す
る
原
因
と
な
っ
た
開
発
事

業
の
事
業
者
に
対
し
発
掘
調
査
の
実
施
を
指
示
し
、
そ
の
発
掘
調
査
の
経
費
に
つ
い
て
も
、
当
該
開
発
事
業
が
個
人
の
住
宅

建
設
で
あ
る
場
合
等
を
除
い
て
、
当
該
事
業
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

七



こ
の
こ
と
は
、
事
業
者
が
国
の
機
関
等
で
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
文
化
庁
が
自
ら
予
算
を
計
上
し
発
掘
調
査
の
事
業

主
体
と
な
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
十
三
）
に
つ
い
て

文
化
庁
で
は
、
毎
年
度
、
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
が
発
掘
に
よ
り
文
化
財
を
発
見
し
た
場
合
の
法
第
五
十
九
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
が
行
う
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
出
土
文
化
財
の

鑑
査
に
つ
い
て
の
事
務
処
理
状
況
の
調
査
を
通
じ
て
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
状
態
を
把
握
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
国
の
機

関
が
行
っ
た
公
共
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
の
結
果
、
保
存
さ
れ
た
埋
蔵
文
化
財
の
み
を
対
象
と
し
た
調
査
は
し
て
お
ら
ず
、

お
尋
ね
の
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

な
お
、
平
成
十
二
年
十
二
月
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
の
担
当
者
に
対
し
、
都
道
府
県
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
体
制

と
遺
跡
の
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
、
平
成
五
年
以
降
、
国
の
機
関
が
行
っ
た
公
共
事
業
に

伴
う
発
掘
調
査
の
結
果
に
よ
り
保
存
さ
れ
た
遺
跡
に
つ
い
て
も
記
入
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
取
り
ま
と
め
中

で
あ
る
。

（
十
四
）
に
つ
い
て

八



全
国
に
は
膨
大
な
数
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
土
地
の
利
用
関
係
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
す
べ
て
の
埋
蔵
文
化
財
を
現
状
で
保
存
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
現
状
の

ま
ま
保
存
で
き
な
い
場
合
に
は
事
前
の
発
掘
調
査
を
行
い
、
そ
の
埋
蔵
文
化
財
が
有
し
て
い
る
歴
史
的
・
文
化
的
意
義
を
明

ら
か
に
し
、
遺
構
を
中
心
に
そ
の
記
録
を
作
成
し
て
、
出
土
遺
物
と
と
も
に
将
来
の
た
め
に
保
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。な

お
、
法
に
お
い
て
も
、
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
で
、
発
掘
調
査
に
よ
る
「
埋
蔵
文
化
財
の
記
録
の
作
成
」
が
定
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

九


